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事
と
い
う
話
に
納
得
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
本
を
読
ん
だ
り

社
会
と
の
つ
な
が
り
の
中
で

人
生
経
験
を
積
ん
で
ゆ
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

バ
ン
ト（
奉
仕
者
）・
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
像
に

つ
い
て
打
ち
出
し
た
。
さ
ら

に
、
そ
う
し
た
奉
仕
の
精
神

を
養
う
た
め
に
は
自
国
の
歴

史
や
哲
学
に
つ
い
て
学
び
、

も
の
ご
と
を
深
く
考
え
て
ほ

し
い
と
訴
え
た
。

　

ま
た
、
最
後
に
一
つ
だ
け

お
願
い
が
あ
る
と
前
置
き
し

た
上
で
、「
今
ど
き
の
若
者
は

…
」
と
若
年
世
代
は
と
か
く

悪
く
言
わ
れ
が
ち
だ
が
、「
世

界
は
い
つ
も
若
い
力
を
必
要

と
し
て
い
る
。
何
を
言
わ
れ

よ
う
が
自
信
を
持
っ
て
生
き

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待

の
言
葉
で
締
め
く
く
っ
た
。
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ー
が
主
流
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
目
的
が
達
成
さ
れ
た

今
、
リ
ー
ダ
ー
像
は
転
換
し

て
い
る
と
提
言
。
こ
れ
か
ら

は
他
者
に
共
感
で
き
、
懐
の

深
い
人
間
性
で
も
っ
て
人
を

助
け
る
こ
と
の
で
き
る
サ
ー

恵
が
あ
る
と
強
調
。
必
要
な

ら
ば
海
外
か
ら
も
優
秀
な
人

材
を
招
い
て
理
工
離
れ
が
進

ん
で
い
る
と
い
わ
れ
る
教
育

界
に
新
風
を
吹
き
込
み
、「
科

学
技
術
創
造
立
国
」
へ
の
足

が
か
り
を
固
め
る
べ
き
と
意

見
を
述
べ
た
。
②
に
つ
い
て

は
日
本
の
資
源
外
交
が
遅
れ

流
が
あ
る
と
の
認
識
を
示
し

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
解
決
策
を
示
唆
。
た

と
え
ば
、
①
に
つ
い
て
は
日

本
に
は
資
源
は
な
く
と
も
知

　

講
演
の
冒
頭
、
奥
田
氏
は

世
界
を
眺
め
る
と
①
技
術
力

革
新
、
②
資
源
と
環
境
、
③

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
④
人
口
動

態
の
変
化
と
い
う
四
つ
の
潮
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「「
奉奉
仕仕
型型
リリ
ーー
ダダ
ーー
シシ
ッッ
ププ
」」がが
重重
要要

ト
ヨ
タ
自
動
車
・
奥
田 
碩 
氏
の
講
演
に
千
人

ひ
ろ
し

　

十
月
三
日
、
本
学
伊
勢
学
舎
記
念
講
堂
に
お
い
て
ト
ヨ
タ
自
動
車
・
奥
田
碩
相
談
役

の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
約
千
人
が
聴
講
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
求
め
ら
れ
る
日
本
の
リ

ー
ダ
ー
像
に
つ
い
て
」。
奥
田
氏
は
学
生
ら
を
前
に
こ
れ
か
ら
は
他
人
の
た
め
に
奉
仕

す
る
「
サ
ー
バ
ン
ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
語
り
、
心
が
豊

か
で
人
と
し
て
懐
の
深
い
人
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
世
界
に
な
る
と
話
し
た
。

日
本
に
は
資
源
は
な
く
と

日
本
に
は
資
源
は
な
く
と
もも

知
恵
が
あ

知
恵
が
あ
るる

　

次
に
、
ど
の
よ
う
な
リ
ー

ダ
ー
が
必
要
か
に
つ
い
て
言

及
。
戦
後
の
貧
し
い
時
代
、

「
豊
か
さ
」を
目
標
に
日
本
全

体
が
突
き
進
ん
で
い
た
時
は

先
頭
に
立
っ
て
集
団
を
引
っ

張
っ
て
ゆ
く
統
率
型
リ
ー
ダ

　

聴
講
し
た
文
学
部
教
育
学

科
三
年
生
の
堀
江
幸
香
さ
ん

は
「
自
分
の
国
に
つ
い
て
学

び
誇
り
を
持
っ
て
行
動
し
て

ほ
し
い
と
い
う
話
は
皇
學
館

の
建
学
の
精
神

に
通
じ
る
も
の

で
、
あ
ら
た
め

て
そ
の
思
い
に

共
感
し
た
」
と

話
し
た
。
同
じ

く
教
育
学
科
四

年
の
中
川
奈
央

子
さ
ん
は
「
頭

の
偏
差
値
だ
け

で
な
く
、
人
生

の
偏
差
値
も
大

「産官学が連携して国際競争力に勝てる優秀な人材を育てる必要がある」と奥田氏。

今なおカリスマ性を放つ奥田氏をひと目見ようと、
会場となった伊勢学舎記念講堂には学生だけでなく
教職員や市民も多く詰め掛けた。

の
水
口
真
奈
さ
ん
が
準
優
勝
、
同
じ
く
二

年
の
永
井
ま
り
え
さ
ん
が
特
別
賞
に
選
ば

れ
た
。

　

水
口
さ
ん
が
暗
誦
し
た
の
は
落
語
の

「A
Fire

in
the
Stabl

                   e  
（
厩
火
事
）」。
髪

結
い
を
生
業
に
す
る
お
さ
き
と
そ
の
亭
主

の
話
で
、
巧
み
な
落
ち
が
人
気
と
な
っ
て

い
る
演
目
の
一
つ
だ
。「
面
白
く
聞
い
て
も

ら
え
る
よ
う
に
こ
の
題
材
を
選
び
ま
し

た
」
と
水
口
さ
ん
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ダ
ネ
ッ
ト

先
生
か
ら
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
も
大
事
と
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
、
発
音
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
身
振
り
手
振
り
を
加
え
よ
り
聞
き
手
に

届
く
話
し
方
に
な
る
よ
う
工
夫
し
た
と
い

う
。
夏
休
み
頃
か
ら
毎
日
三
十
分
家
で
暗

誦
し
、
放
課
後
も
時
間
が
あ
れ
ば
先
生
に

指
導
を
お
願
い
し
て
練
習
に
励
ん
だ
と

か
。
将
来
は
入
国
審
査
官
な
ど
英
語
を
活

か
す
職
業
に
就
き
た
い
と
語
り
、
準
優
勝

に
輝
い
た
こ
と
で
自
信
が
付
い
た
と
笑
顔

で
語
る
。

　

豊
住
教
授
は
「
今
年
は
昨
年
よ
り
も
参

加
者
が
多
く
厳
し
い
競
争
と
な
っ
た
が
、

皆
し
っ
か
り
練
習
を
し
て
き
て
お
り
、
そ

の
成
果
が
発
揮
さ
れ
た
」
と
話
し
、
今
後

の
発
展
に
期
待
を
寄
せ
た
。

皇
學
館
高
校
・
水
口
真
奈
さ
ん
が
準
優

皇
學
館
高
校
・
水
口
真
奈
さ
ん
が
準
優
勝勝

時
間
は
三
分
程
度
で
、
読
み
上
げ
る
原
稿

も
自
作
の
も
の
で
は
な
く
教
科
書
や
短
編

な
ど
を
使
う
こ
と
が
決
ま
り
だ
。

　

大
会
の
実
行
委
員
長
で
あ
る
豊
住
誠
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
教
授
は
「
暗
誦

は
英
語
学
習
の
基
本
。
語
彙
力
や
発
音
も

大
切
で
す
が
、
質
の
よ
い
英
文
を
覚
え
て

お
く
と
英
語
の
地
力
、
応
用
力
が
身
に
つ

き
ま
す
」
と
話
し
、
生
徒
に
は
コ
ン
テ
ス

ト
に
参
加
す
る
こ
と
を
通
じ
て
暗
誦
の
楽

し
さ
や
そ
の
効
果
を
実
感
し
て
ほ
し
い
と

語
る
。

聞
き
手
に
届
く
話
し
方
、 

題
材
選
び

　

審
査
の
結
果
、
飯
野
高
校
二
年
の
大
石

聡
君
が
優
勝
。
皇
學
館
高
校
か
ら
は
一
年

　

本
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
主
催
の
高
校
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
が
十
月
二
十
六
日
、
伊
勢
学
舎
四
号
館
四
三
一
教
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。
高

校
生
の
英
語
運
用
能
力
の
向
上
を
促
す
と
も
に
地
域
社
会
に
教
育
研
究
の
成
果

を
還
元
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
今
年
で
九
年
目
。
今
回
は
県

内
十
五
校
四
十
三
名
が
参
加
し
、
日
頃
の
勉
強
と
練
習
の
成
果
を
競
っ
た
。

「
暗
誦
」は
英
語
学
習
の
基
本

　

本
大
会
は
「
暗
誦（Recitatio

         n  
）」
を
重

要
視
し
て
い
る
点
で
他
の
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
と
趣
を
異
に
す
る
。
ス
ピ
ー
チ
の

　第９回　高校生英語スピーチコンテスト
 English  Recitation  Contest 

左から、優勝の大石君（飯野高）、 準優勝の水口さん（皇
學館高）、三位の稲田さん（久居高）。
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❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇

ササ
ーー
バ
ン
ト
・

バ
ン
ト
・
リリ
ーー
ダダ
ーー
シシ
ッ
プ
ッ
プ
がが

必
要
と
さ
れ
る
時

必
要
と
さ
れ
る
時
代代

❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇

❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇

❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇

❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇
❇

建
学
の
精
神
に
通
じ
る
も

建
学
の
精
神
に
通
じ
る
も
のの

て
い
る
点
を
懸
念
し
て
お

り
、
バ
イ
オ
燃
料
や
太
陽
光

と
い
っ
た
環
境
に
や
さ
し
い

資
源
の
開
発
を
進
め
な
が
ら

も
、
中
国
や
ア
メ
リ
カ
の
よ

う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
に
向

け
た
国
家
的
戦
略
を
早
急
に

練
る
べ
き
と
断
言
し
た
。
④

に
つ
い
て
は
先
進
国
は
ど
こ

も
少
子
高
齢
化
の
傾
向
に
あ

る
と
明
言
。
労
働
力
の
減
少

を
補
う
た
め
に
は
外
国
人
を

受
け
入
れ
る
こ
と
も
視
野

に
、
偏
見
は
払
拭
す
べ
き
と

持
論
を
展
開
し
た
。

講演後、花束を受け取る奥田氏。



甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
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甘
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甘
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甘
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甘

甘
甘
甘
甘
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甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

千
葉
県 

十
三
万
円
［
十
万
円
増
額
］

 

清
瀧
神
社
様

（
浦
安
市
堀
江
）

十
万
円 

豊
受
神
社
様

（
浦
安
市
猫
実
）

　

創
立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業
募
金
に

つ
き
ま
し
て
、
学
内
外
の
方
々
か
ら
変
わ
ら
ぬ
励
ま
し
の

声
と
と
も
に
そ
の
後
も
多
く
の
ご
芳
志
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
好
意
に
対
し
て
心
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
同
時
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

々
の
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
事
業
活
動
の

一
層
の
充
実
を
は
か
る
べ
く
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
芳
名
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十

月
三
十
一
日
ま
で
の
到
着
分
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

創創
立
百
三
十
周

立
百
三
十
周
年年
・・
再再
興
五
十
周
年
記
念
事

興
五
十
周
年
記
念
事
業業　

寄寄
付付
者者
芳芳
名名
●１７
 

団　
　

体

三
重
県 

五
万
円

 

５
期
生
同
窓
会
一
同
様

広
島
県 

十
万
円

 

館
友
会
広
島
県
支
部
様

個　
　

人

大
阪
府 

五
万
円 

平
岡　
　

努
様

奈
良
県 

五
万
円 

佐
野　

克
之
様

島
根
県 

五
万
円 

春
山　

健
一
様

皇 學 館 学 園 報平成２０年１２月１０日 第１８号　梢

日本とアジアの社会福祉のゆくえ日本とアジアの社会福祉のゆくえ
　～欧米との比較の観点から～　～欧米との比較の観点から～

日本とアジアの社会福祉のゆくえ
　～欧米との比較の観点から～

　
　
留
学
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

初
の
交
換
留
学
生
二
名
が
来
校

中
国
・
河
南
大
学
か
ら
二
年
間
の
私
費
編
入

 
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

館　
　

友

本人確認にご協力ください ! 
　平成１９年１月４日から、本人確認手続に関する法令
の改正により、金融機関において１０万円を超える現
金をお振込みされる場合には、本人確認書類の提示
が必要となりました。 提示がない場合には、金融機関で
は１０万円を超える現金によるお振込みができません。
　１０万円を超える寄付金を現金でお振込みの際には、
振込用紙とともに来店される方の本人確認書類をご用
意のうえ、金融機関の窓口をご利用ください。

　法人の場合、登記簿謄本等の提示を求められる場合
がありますので、詳しくはお振込みを依頼する金融機
関にお問い合わせください。

皇學館大学　問い合わせ先

記念事業推進室　緯０５９６－２２－６３１３

運転免許証、健康保険証、
パスポート等公的証明書本人確認書類

　 ２

創立１３０周年・再興５０周年記念事業寄付金
進捗状況 平成２０年１０月３１日現在

　区　　分 申込件数 申込金額 　（円）  納入金額 　（円） 

宗　教　界 629 773,427,000 700,197,000 

館　　　友 703 77,329,000 71,479,000 

篤　志　家 42 29,300,000 29,180,000 

萼　の　会 1,686 68,903,000 68,903,000 

企　　　業 101 59,775,000 57,215,000 

本法人関係 244 57,242,000 53,267,000 

合　　　計 3,405 1,065,976,000 980,241,000 

 
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

宗
教
界（
神
社
界
）

　

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、ご
芳
名
・
金
額
等
の
掲
載

を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
■
萼
の
会
／　

名
４９

 
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘

萼
の
会（
保
護
者
の
会
）

三
万
円 

服
部　

晴
美
様

三
万
円 

水
谷　

重
郎
様

文
学
部
教
育
学
科 

三
万
円 

新
井　

正
人
様

三
万
円 

佐
久
間　

紀
様

三
万
円 

髙
木　

和
彦
様

文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

三
万
円 

伊
藤　

武
司
様

三
万
円 

久
保　
　

登
様

三
万
円 

檜
山　

敦
雄
様

社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科 

三
万
円 

池
田　

高
志
様

三
万
円 

稲
増　

雅
章
様

三
万
円 

小
田
谷　

司
様

三
万
円 

小
林　

典
生
様

三
万
円 

斉
田　

敏
光
様

三
万
円 

田
中　

一
光
様

三
万
円 

中
西　

一
雄
様

教
育
学
部
教
育
学
科 

三
万
円 

大
西　

哲
雄
様

三
万
円 

木
村　
　

宏
様

三
万
円 

窪
田
美
智
男
様

三
万
円 

志
田　
　

栄
様

三
万
円 

嶋
田　

博
文
様

三
万
円 

髙
橋　

清
美
様

三
万
円 

野
中　

要
佐
様

三
万
円 

福
武　

知
重
様

三
万
円 

丸
山　
　

寿
様

三
万
円 

宮
﨑　
　

稔
様

三
万
円 

森　
　
　

司
様

三
万
円 

安
井　

裕
登
様

三
万
円 

若
葉　

健
次
様

五
万
円 

田
井　

宏
栄
様

三
万
円 

浅
原　
　

稔
様

三
万
円 

足
野　

吉
弘
様

三
万
円 

石
井　

英
之
様

三
万
円 

石
原　

純
一
様

三
万
円 

岡
部　

政
治
様

三
万
円 

小
野　

雄
一
様

三
万
円 

小
野　

日
隆
様

三
万
円 

木
村　

直
彦
様

三
万
円 

小
瀨　
　

潤
様

三
万
円 

小
林　
　

司
様

三
万
円 

杉
本　

隆
彦
様

三
万
円 

須
藤　
　

茂
様

三
万
円 

関
口　

眞
人
様

三
万
円 

野
上　

謙
治
様

三
万
円 

野
中　

要
佐
様

三
万
円 

花
澤　

幸
三
様

三
万
円 

藤
原　

清
次
様

三
万
円 

栁
川　

明
彦
様

三
万
円 

山
田　

邦
彦
様

三
万
円 

吉
見　

英
和
様

文
学
部
国
文
学
科 

三
万
円 

萱
原
千
恵
実
様

三
万
円 

上
川
原　

誠
様

三
万
円 

小
林　
　

廉
様

三
万
円 

仙
島　

秀
雄
様

三
万
円 

永
井　
　

清
様

三
万
円 

堀
口　
　

昇
様

文
学
部
国
史
学
科 

三
万
円 

宇
野
佐
和
子
様

三
万
円 

柴
田　

清
弘
様

三
万
円 

野
呂　

昌
己
様

博
士
前
期
課
程
神
道
学
専
攻 

三
万
円 

鳥
羽　

元
枝
様

文
学
部
神
道
学
科 

六
万
円 

鈴
木　

和
幸
様

せ
ん　

神
話
と
い
え
ば
、「
西

遊
記
」
の
沙
悟
浄
が
日
本
で

は
河
童
と
聞
い
て
び
っ
く
り

し
ま
し
た（
笑
）。

せ
い　

わ
た
し
も（
笑
）。
ほ

か
に
、
町
を
歩
け
ば
神
社
が

い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、

神
様
と
人
と
の
距
離
が
近
い

で
す
よ
ね
。

日
本
食
は
い
か
が
で
す
か
？

せ
ん　
「
鰻
の
蒲
焼
き
」が
好

き
に
な
り
ま
し
た
。
中
国
で

よ
く
食
べ
る
タ
ウ
ナ
ギ
と

は
、
全
く
違
い
ま
す
。

せ
い　
「
茶
碗
蒸
し
」が
気
に

入
り
ま
し
た
。
あ
の
食
感

は
、
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。

将
来
の
目
標
は
？

せ
ん　

貿
易
関
係
の
仕
事
に

就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、

ロ
ン
ド
ン
へ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
観
に
行
く
こ
と
で
す
ね
。

せ
い　

わ
た
し
は
日
本
語
の

教
師
や
ガ
イ
ド
に
な
っ
て
、

皇
學
館
大
学
で
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
祉
学
科
で
学
ん
で
い
ま

す
。
興
味
深
か
っ
た
の
は
、

「
神
道
と
福
祉
」の
授
業
で
先

生
が
日
本
人
の
三
割
が
宗
教

を
、
七
割
が
宗
教
心
を
持
っ

て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
こ
と
。
日
本
人
の
や
さ
し

さ
の
背
景
に
そ
う
し
た
こ
と

が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

せ
い　

わ
た
し
は
文
学
部
国

文
学
科
に
在
籍
し
て
い
ま

す
。
今
は
日
本
の
文
学
や
神

道
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
勉

強
し
て
い
ま
す
。
面
白
い
と

思
っ
た
の
は
、
日
本
の
神
話

は
時
系
列
で
物
語
が
続
い
て

い
く
こ
と
。
中
国
の
神
話
は

そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
の
話
と
し

て
語
ら
れ
ま
す
。

せ
い　

真
面
目
で
す
ね
。
時

間
に
も
遅
れ
な
い
で
す
し
。

キ
ャ
ン
パ
ス
は
過
ご
し
や
す

い
で
す
か
？

せ
い　

は
い
。
緑
が
多
く
て

と
て
も
静
か
で
す
。
中
国
の

大
学
に
は
一
年
生
だ
け
で
一

万
人
弱
い
ま
し
た
か
ら
。
そ

の
点
、
皇
學
館
大
学
は
人
数

が
少
な
く
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
で
す
ね
。

せ
ん　

自
然
に
囲
ま
れ
て
い

る
の
で
空
気
が
き
れ
い
で
す

し
、
と
て
も
気
に
入
っ
て
い

ま
す
。

授
業
で
は
何
を
学
ん
で
い
ま

す
か
？

せ
ん　

社
会
福
祉
学
部
社
会

が
面
白
か
っ
た
で
す
。
ま

た
、
神
話
や
歴
史
が
好
き
な

の
で
「
陰
陽
師
」
も
見
て
い

ま
し
た
。

日
本
人
の
印
象
は
？

せ
ん　

親
切
で
礼
儀
正
し
い

で
す
。
日
本
に
初
め
て
来
た

日
、
名
張
駅
で
待
ち
合
わ
せ

た
の
で
す
が
、
行
き
違
い
が

あ
っ
て
、
待
っ
て
い
た
ん
で

す
。
交
番
に
行
っ
た
ら
お
ま

わ
り
さ
ん
が
大
学
の
電
話
番

号
を
調
べ
て
く
れ
た
の
で
連

絡
が
と
れ
、
無
事
に
会
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

宮
崎
駿
監
督
の
「
と
な
り
の

ト
ト
ロ
」、「
千
と
千
尋
の
神

隠
し
」
も
好
き
で
し
た
。

せ
い　

わ
た
し
も
ア
ニ
メ
が

き
っ
か
け
で
す
。「
犬
夜
叉
」

や
「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ

ん
」、「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
」

日
本
に
留
学
し
よ
う
と
思
っ

た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

せ
ん　

河
南
大
学
で
は
日
本

語
科
に
在
学
し
て
い
ま
し

た
。
日
本
語
に
興
味
を
持
っ

た
の
は
日
本
の
ア
ニ
メ
を
見

て
か
ら
で
す
。「
犬
夜
叉
」
や

　

こ
の
度
、
本
学
と
河
南
大
学
は
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
お
け
る
学
生
の
教
育
お
よ
び

学
習
成
果
の
深
化
と
発
展
を
目
的
に
「
皇
學
館
大
学
と
河
南
大
学
と
の
間
の
私
費
編

入
留
学
生
受
入
に
関
す
る
覚
書
」
に
調
印
し
た
（
学
術
交
流
協
定
は
平
成
十
六
年
十

月
～
）。
九
月
二
十
六
日
に
は 
王  　
  
さ
ん（
社
会
福
祉
学
科
）、 
王  　
  
さ
ん（
国
文
学

お
う 
せ
ん 

お
う 
せ
い

科
）の
二
名
が
河
南
大
学
か
ら
初
の
留
学
生
と
し
て
来
日
。
日
本
で
の
学
生
生
活
の

印
象
や
留
学
へ
の
期
待
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

日本人の友達が出来るなどこちらの生
活にだいぶ慣れたと語る王 （せん）さん。

伊勢のおおまつりで初穂曳に参加した
のが楽しかったと話す王 （せい）さん。

　

両
日
参
加
し
た
三
年
生
の
水
本
直
也
さ

ん
は
「
日
本
で
も
今
後
、
少
子
化
・
高
齢

化
が
進
み
、
福
祉
の
視
点
が
重
要
に
な

る
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
得
た
も
の

を
今
後
の
進
路
に
生
か
し
た
い
」
と
福
祉

先
進
国
の
状
況
を
知
り
、
刺
激
を
受
け
た

よ
う
す
だ
っ
た
。
市
内
か
ら
参
加
し
た
ポ

ッ
タ
ー
・
み
ど
り
さ
ん
は
「
社
会
福
祉
の

政
策
的
な
こ
と
、
実
践
的
な
こ
と
が
両
方

聞
け
て
よ
か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

ら
の
流
れ
を
受
け
て
、
福
祉
の
研
究
や
実

践
が
進
ん
で
い
る
欧
米
と
、
日
本
や
ア
ジ

ア
地
域
と
の
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
、
地

域
社
会
に
お
け
る
社
会
福
祉
の
在
り
方
に

つ
い
て
内
外
の
研
究
者
を
交
え
、
広
い
視

野
か
ら
問
い
か
け
る
内
容
と
な
っ
た
。

　

初
日
に
は
、
京
都
大
学
教
授
の
新
川
敏

光
氏
が
「
日
本
型
福
祉
レ
ジ
ー
ム
の
遠
近

法
」
に
つ
い
て
講
演
。
そ
の
後
ベ
ル
ギ
ー

の
ル
ー
ヴ
ェ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
名
誉

教
授
ジ
ェ
フ
・
フ
ァ
ン
ラ
ン
ゲ
ン
ド
ン
ク

氏
を
迎
え
「
社
会
保
障
の
将
来
」
に
つ
い

て
同
時
通
訳
で
の
基
調
講
演
が
あ
り
、
来

場
者
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

ま
た
、
二
日
目
に
は
、
本
学
部
の
教
員
が

国
内
外
の
研
究
者
と
と
も
に
発
表
を
行
っ

た
。

　

十
月
三
日
、
四
日
両
日
に
わ
た
り
、
名

張
学
舎
で
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
と
ア

ジ
ア
の
社
会
福
祉
の
ゆ
く
え
～
欧
米
と
の

比
較
の
観
点
か
ら
～
」
を
開
催
。
学
生
、

教
員
を
中
心
に
名
張
市
民
、社
協
関
係
者
、

社
会
福
祉
法
人
職
員
な
ど
両
日
合
わ
せ
て

の
べ
約
三
百
名
が
来
場
し
た
。

　

今
年
で
開
設
十
周
年
を
迎
え
る
社
会
福

祉
学
部
。
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
、
地
域

や
卒
業
生
と
の
連
携
の
強
化
、
研
究
成
果

の
出
版
な
ど
を
進
め
て
き
た
が
、
今
回
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
そ
の
一
柱
で
あ
る
。

　

本
学
部
の
研
究
分
野
を
担
う
地
域
福
祉

文
化
研
究
所
や
学
内
の
教
員
・
学
生
ら
が

組
織
す
る
社
会
福
祉
学
会
で
は
、
二
年
前

か
ら
中
国
社
会
科
学
院
日
本
研
究
所
と
の

間
で
共
同
研
究
を
開
始
し
、
今
回
は
そ
れ

皇學館大学社会福祉学部開設十周年記念
国際学術シンポジウム開催

ジェフ教授の基調講演に感
銘を受けたと語る水本さん。
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講
義
で
は
ま
ず
「
言
葉
」

の
存
在
意
義
に
触
れ
、「
お
腹

が
空
い
た
」
な
ど
一
過
性
の

　

岡
野
氏
は
神
宮
皇
學
館
を

経
て
國
學
院
大
學
へ
入
学
。

在
学
中
に
民
俗
・
国
文
学
者

の
折
口
信
夫
氏
に
師
事
し
、

最
後
の
弟
子
と
し
て
死
を
看

取
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

昭
和
天
皇
の
作
歌
指
南
役
を

務
め
た
ほ
か
宮
中
歌
会
始
の

選
者
も
務
め
る
な
ど
皇
室
と

縁
が
深
い
。

 翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

後
援
会
賛
助
会
員

　３

 翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫

同
窓
会
会
員

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

皇學館高等学校創立５０周年・皇學館中学校創立３５周年
記念事業寄付金進捗状況 平成２０年１０月３１日現在

　区　　分 申込件数 申込金額 　（円）  納入金額 　（円） 

宗　教　界 2 150,000 150,000 

企　　　業 9 1,090,000 1,000,000 

一　　　般  14 405,000 405,000 
 （旧教職員・篤志家等）

同窓会会員 102 2,153,000 2,153,000 

後援会賛助会員 45 710,000 710,000 

本法人関係 117 3,370,000 3,132,000 

合　　　計 289 7,878,000 7,550,000 

　

皇
學
館
高
等
学
校
創
立
五
十
周
年
・
皇
學
館
中
学
校
創
立
三
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金

活
動
は
、
十
九
年
六
月
、
正
式
に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
募
財
活
動
の
中

心
を
「
生
徒
の
教
育
活
動
支
援
」
に
置
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
十
月
三
十
一
日

現
在
で
の
募
金
状
況
は
、
次
の
通
り
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

の
ご
理
解
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
同
時
に
、
今
後
の
ご
賛
同
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皇
學
館
高
等
学
校
創
立
五
十
周

皇
學
館
高
等
学
校
創
立
五
十
周
年年

 

記
念
記
念
事事
業業　

寄寄
付
者
付
者
芳芳
名名
●５
 

皇
學
館
中
学
校
創
立
三
十
五
周

皇
學
館
中
学
校
創
立
三
十
五
周
年年

一
万
円 

福
井　

良
典
様

一
万
円 

森　
　

庄
平
様

一
万
円 

森　
　

星
子
様

一
万
円 

森　
　

陽
子
様

一
万
円 

山
路　

太
一
様

三
千
円 

加
藤　

隆
人
様

京
都
府 

一
万
円 

鳥
居　
　

肇
様

福
岡
県 

一
万
円 

野
上　

清
隆
様

　

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、ご
芳
名
・
金
額
等
の
掲
載

を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
■
同
窓
会
員
／
２
名　

■
後
援
会
賛
助
会
員
／
２
名

三
重
県 

二
万
円 

浅
野　
　

敦
様

一
万
円 

浅
井　

秋
子
様

一
万
円 

阿
部　

弘
則
様

一
万
円 

板
谷　

一
満
様

一
万
円 

中
村
憲
太
郎
様

一
万
円 

沼
田　

玲
子
様

一
万
円 

橋
本　

浩
一
様

一
万
円 

東
浦　

淳
子
様

三
重
県 

一
万
円 

木
田　

英
敏
様

一
万
円 

久
保　
　

登
様

一
万
円 

野
村　
　

元
様

一
万
円 

森　
　
　

修
様

一
万
円 

森　
　
　

司
様

微
を
表
現
す
る
の
に
古
典
に

か
な
う
も
の
は
な
く
、供
調

べ
僑
か
ら
も
歌
に
宿
る
思
い

を
汲
み
取
る
こ
と
が
大
事
と

力
説
。
ぜ
ひ
、
格
調
高
い
原

文
で
古
典
を
読
む
力
を
身
に

つ
け
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。

　

こ
の
日
受
講
し
て
い
た
文

学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
一
年
生
の
林
綾
子
さ
ん

は
岡
野
先
生
の
話
を
聴
講
す

る
の
は
今
日
が
初
め
て
と
言

い
、「
気
さ
く
に
ユ
ー
モ
ア
を

ま
じ
え
て
お
話
く
だ
さ
っ
た

の
で
、楽
し
く
受
講
で
き
た
」

と
感
想
を
語
っ
た
。
同
国
文

学
科
一
年
生
の
岡
田
拓
也
さ

ん
は
「
昔
に
比
べ
て
歌
の
理

解
力
が
衰
え
て
い
る
と
い
う

話
が
印
象
的
だ
っ
た
。
国
語

の
教
員
を
め
ざ
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
言
葉
の
重
み
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
ら
れ

る
よ
う
勉
強
に
励
み
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

　

歌
人・岡
野
弘
彦
氏
が
三
時
間
の
熱
弁

特
別
講
義「
日
本
の
伝
統
の
心
と
技
」

　

本
学
出
身
の
歌
人
で
国
文
学
者
の
岡
野
弘
彦
氏
が
十
月

八
日
、
一
年
生
の
教
養
科
目「
日
本
の
伝
統
の
心
と
技
」の

一
環
と
し
て
特
別
講
義
を
行
っ
た
。
計
三
時
間
と
い
う
長

時
間
に
渡
っ
た
講
義
に
も
か
か
わ
ら
ず
最
後
ま
で
か
く
し

ゃ
く
た
る
様
子
で
熱
弁
を
ふ
る
い
、
学
生
た
ち
の
心
に
残

る
特
別
授
業
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
戦
後
の
国
語
教
育

の
貧
し
さ
を
憂
慮
。供
わ
か
り

や
す
さ
僑
を
重
視
す
る
あ
ま

り
古
典
を
現
代
語
訳
で
読
む

人
が
増
え
、

源
氏
物
語
が

恋
愛
小
説
と

し
て
安
易
に

理
解
さ
れ
て

い
る
こ
と
な

ど
を
例
に
挙

げ
な
が
ら
狭

い
視
野
で
日

本
の
古
代
を

紐
解
く
の
は

間
違
い
と
指

摘
し
た
。

　

さ
ら
に
、

和
歌
の
世
界

で
も
口
語
体

で
歌
を
投
稿

す
る
例
が
多

い
現
状
を
嘆

い
た
。
そ
の

上
で
心
の
機

情
報
を
伝
え
る
記
号
と
し
て

生
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
も

っ
と
深
く
重
い
目
的
を
達
す

る
た
め
に
祖
先
が
生
み
出
し

た
の
で
は
な
い
か
。
言
葉
の

響
き
は
自
然
と
心
に
染
み
入

る
も
の
。
頭
で
考
え
る
前
に

感
じ
る
力
を
磨
い
て
ほ
し
い

と
話
し
た
。
そ
し
て
、
日
本

の
古
代
歌
謡
の
特
徴
と
し
て

単
語
の
多
義
性
を
指
摘
。
た

と
え
ば
、
国
歌
「
君
が
代
」

の
「
君
」
は
父
母
や
長
老
と

い
っ
た
敬
愛
す
べ
き
存
在
を

指
す
言
葉
で
あ
る
な
ど
と
し

な
が
ら
、
も
っ
と
自
由
な
発

想
で
言
葉
の
意
味
を
捉
え
た

ど
っ
て
ほ
し
い
と
熱
く
語
っ

た
。

一
、二
年
生
の
必
修
科
目「
伝
統
の
心
と
技（
和
歌
）」の

特
別
授
業
と
し
て
五
十
人
ほ
ど
が
聴
講
し
た
。

「
文
語
体
で
歌
を
作
る
な
ど
、崩
れ
つ
つ
あ
る
日
本
の
文
化
を
少
し
ず
つ
甦
ら
せ
て
い
こ
う
」と
力
説
。

「「「「「リリリリリスススススペペペペペクククククトトトトトののののの心心心心心ををををを大大大大大切切切切切ににににに」」」」」
 記念講演会◆皇高祭 

「３年以内に教育の現場に入ることをみなさんに約束します」と伊藤氏。

験
を
持
つ
伊
藤
氏
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

と
日
本
の
教
育
の
違
い
に
触
れ
、「
海
外
は

供
つ
か
み
に
行
く
僑授
業
。
自
分
か
ら
行
動

を
起
こ
さ
な
い
と
何
も
始
ま
ら
な
い
」
と

受
け
身
に
な
り
が
ち
な
日
本
の
教
育
の
あ

り
方
に
疑
問
を
呈
し
、「
自
分
で
自
分
を
変

え
て
い
く
と
い
う
強
い
信
念
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
さ
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送

っ
た
。
続
け
て
、他
者
を
リ
ス
ペ
ク
ト（
尊

敬
）す
る
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
と
話
し
、

相
手
を
認
め
る
心
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い

と
熱
く
語
っ
た
。

　

一
年
生
の
濱
口
貴
士
さ
ん
は
「
い
つ
の

ま
に
か
自
分
で
限
界
を
決
め
て
し
ま
っ
て

い
る
と
き
が
あ
る
。
今
日
の
話
で
可
能
性

は
無
限
な
ん
だ
と
前
向
き
に
な
れ
た
」
と

話
し
た
。
二
年
生
の
南
綾
香
さ
ん
は
供
リ

ス
ペ
ク
ト
僑
の
話
が
印
象
に
残
っ
た
と
語

り
、「
人
を
尊
敬
す
る
気
持
ち
を
い
つ
ま
で

も
大
事
に
し
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

上／軽妙なおしゃべりとともにオペラの楽しさを語る青島氏。
下／吹奏楽部の演奏。「崖の上のポニョ」や「情熱大陸」など
多彩な曲が演奏され盛り上がりを見せた。

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ
た
。

　

記
念
講
演
の
講
師
は
大
島
謙
学
校
長
の

友
人
で
現
在
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い

て
旅
行
関
連
の
仕
事
に
従
事
す
る
伊
藤
博

英
氏
。
演
題
は
「
海
外
で
の
勉
強
・
無
限

の
可
能
性
を
信
じ
て
」。
豊
富
な
海
外
経

　

九
月
十
八
・
十
九
日
の
両
日
、
皇
學
館

高
等
学
校
の
学
祭
「
皇
高
祭
」
が
開
催
さ

れ
た
。
初
日
は
伊
勢
市
観
光
文
化
会
館
に

お
い
て
吹
奏
楽
部
の
演
奏
会
や
記
念
講

演
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
青
島
広
志
氏

に
よ
る
オ
ペ
ラ
解
説
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

考
え
る
前
に
感
じ
る
こ
と
が
大
事

格
調
高
い
原
文
を
読
み
解
く
力
を
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皇
名
祭  

治
評
論
家
と
し
て
の
見
解
を

示
し
た
。
さ
ら
に
、
少
子
化

問
題
に
つ
い
て
天
敵
と
目
さ

れ
る
田
嶋
陽
子
氏
と
丁
々
発

止
の
議
論
を
交
わ
し
た
際
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
明
か
す
な

ど
、
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ

た
。

の
視
点
で
解
説
。
吉
田
茂
氏

の
番
記
者
だ
っ
た
頃
の
話
に

は
じ
ま
り
、
麻
生
太
郎
氏
や

小
沢
一
郎
氏
の
人
物
批
評
、

ま
た
「
年
内
の
解
散
は
な
い

で
し
ょ
う
」
と
選
挙
に
向
け

た
動
き
を
予
測
す
る
な
ど
政

　

多
彩
な
催
し
が
開
か
れ
た

中
、
と
く
に
盛
り
上
が
っ
た

の
は
三
日
目
の
十
一
月
三
日

に
行
わ
れ
た
政
治
評
論
家
・

三
宅
久
之
氏
に
よ
る
講
演
会

だ
。「
た
か
じ
ん
の
そ
こ
ま
で

言
っ
て
委
員
会
」
や
「
ビ
ー

ト
た
け
し
の
Ｔ
Ｖ
タ
ッ
ク

ル
」
な
ど
討
論
系
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
番
組
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出

演
し
て
い
る
三
宅
氏
の
知
名

度
を
表
す
か
の
よ
う
に
、
会

場
に
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず

大
勢
の
フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け

た
。

　

講
演
で
は
テ
レ
ビ
で
見
せ

る
辛
口
評
論
そ
の
ま
ま
に
、

今
の
混
迷
し
た
政
局
を
独
自

　１０月２５・２６日、１１月１・２・３日と今年も恒例の学園祭が
両学舎で開催され、学生をはじめ地元市民も大勢集う賑
やかな催しとなった。４７回目を迎える倉陵祭のテーマは
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倉
陵
祭  

●
歯
に
衣
着
せ
ぬ
発
言
で
会
場
沸
か
す

●
百
人
超
の
子
ど
も
が
集
っ
た
子
ど
も
広
場

学
生
が
担
当
。「
思
い
や
り
」

「
や
さ
し
さ
」な
ど
子
ど
も
に

伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
盛

り
込
ん
だ
夢
い
っ
ぱ
い
の
劇

と
な
っ
た
。

　

部
員
で
教
育
学
科
二
年
の

高
橋
あ
ゆ
み
さ
ん
は
カ
タ
カ

ナ
を
少
な
く
し
た
セ
リ
フ
に

フ
ォ
ト
ラ
リ
ー
」
で
は
、
車

椅
子
に
乗
り
な
が
ら
、
学
内

を
回
っ
て
も
ら
う
と
い
う
今

年
初
め
て
の
取
り
組
み
。「
車

椅
子
を
使
う
と
き
に
注
意
す

る
べ
き
こ
と
な
ど
、
利
用
者

の
視
点
を
知
っ
て
も
ら
お
う

企
画
が
は
じ
ま
り
、
屋
外
通

路
沿
い
に
は
各
模
擬
店
が
ず

ら
り
。
ま
た
福
祉
を
学
ぶ
大

学
ら
し
く
、
学
内
の
サ
ー
ク

ル
・
点
字
広
め
隊
の
展
示
や

車
椅
子
ダ
ン
ス
部
に
よ
る
社

交
ダ
ン
ス
な
ど
の
企
画
も
多

数
行
わ
れ
た
。

　

中
で
も
、
ふ
く
し
部
署
が

企
画
し
た
「
車
い
す
体
験
＆

学
生
同
士
の
絆
、
大
学
と
地

域
の
絆
な
ど
皇
名
祭
を
通
し

て
様
々
な
人
と
の
絆
が
生
ま

れ
、
学
生
や
来
場
者
に
笑
顔

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と

の
思
い
か
ら
決
ま
っ
た
。

　

初
日
は
天
気
も
よ
く
神
明

宮
で
の
祭
典
後
、
各
部
署
の

　

名
張
学
舎
で
は
、
第
十
一

回
皇
名
祭
が
十
月
二
十
五

日
、
二
十
六
日
の
両
日
に
わ

た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
第
一

回
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た

《
な
ば
り
愛
フ
リ
ー
》の
テ
ー

マ
の
も
と
、
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
絆
～
笑
顔
と
共
に
～
」。

ユ
ー
モ
ア
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
政
治
家
の
知
ら

れ
ざ
る
一
面
や
政
局
に
つ
い
て
語
る
三
宅
氏
。

　

五
号
館
で
は
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
部
に
よ
る
子
ど
も
向

け
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
百
人
超
の
家
族
連
れ
が

訪
れ
る
な
ど
大
い
に
賑
わ
っ

た
。
と
く
に
人
気
を
集
め
た

の
は
「
ピ
ノ
キ
オ
」
を
ア
レ

ン
ジ
し
た
演
劇
だ
。
脚
本
か

ら
照
明
、
音
響
な
ど
す
べ
て

高校生や父兄の姿も多く見られ賑わった倉陵祭。
敷地内には焼きそばやラーメン、焼き鳥など模
擬店が軒を連ね、おいしそうな匂いが辺りに漂
った。

「ピノキオ」を演じるレクリエーション部のメンバーたち。

夢を持つことの大切さが伝われば、
と高橋さん。

変
え
た
り
、
道
具
を
子
ど
も

の
背
丈
に
合
っ
た
サ
イ
ズ
に

す
る
な
ど
工
夫
し
た
点
を
語

り
、「
と
に
か
く
子
ど
も
の
目

線
に
立
つ
こ
と
を
心
が
け

た
」
と
話
し
た
。

「卒業展示」は豊富な資料を所蔵する神道博
物館を附属施設として有する本学ならでは
の実習といえる。

四
年
間
の
集
大
成

　

博
物
館
学
芸
員
課
程
を
と
っ

た
学
生
は
資
格
取
得
の
た
め
所

定
の
科
目
履
修
の
ほ
か
に
さ
ま

ざ
ま
な
実
習
を
こ
な
す
必
要
が

あ
る
。
そ
の
一
つ
が
神
道
博
物

館
で
の
基
礎
実
習
だ
。
古
文
書

や
漆
工
、
服
飾
等
の
資
料
を
活

用
し
て
の
保
存
科
学
の
基
礎
と

資
料
の
取
り
扱
い
方
法
を
は
じ

め
、
調
書
の
作
成
、
写
真
撮
影

の
初
歩
、印
刷
物
作
成
の
基
本
、

展
示
技
術
の
能
力
を
養
う
。
大

学
祭
の
時
期
に
あ
わ
せ
て
開
催

さ
れ
る
「
卒
業
展
示
」
は
そ
の

集
大
成
と
い
え
る
も
の
で
、
学

語
っ
た
。
国
文
学
科
四
年
の
河

村
早
織
さ
ん
は
神
道
の
知
識
が

少
な
い
分
、
よ
り
一
般
の
人
に

近
い
感
覚
で
考
え
ら
れ
る
と
発

想
を
逆
転
さ
せ
た
そ
う
。
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
作
成
を
担
当
し
、
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
カ
ラ
ー
に

す
る
な
ど
人
目
を
引
く
ア
イ
デ

ア
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

今
年
の
卒
業
展
示
は
約
一
カ

月
間
で
お
よ
そ
七
百
名
の
来
館

者
を
数
え
た
。
学
生
の
創
意
工

夫
が
感
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
地

域
の
歴
史
や
文
化
を
知
る
ま
た

と
な
い
機
会
で
も
あ
る
。
来
年

は
ど
ん
な
展
示
が
見
ら
れ
る

か
、
楽
し
み
だ
。

し
た
い
と
「
御
大
礼
」
を
題
目

に
設
定
し
た
。「
御
大
礼
」
と
は

皇
室
の
重
要
な
儀
式
や
大
典
の

こ
と
。
そ
の
関
連
資
料
千
四
百

点
が
昨
年
、
横
浜
市
在
住
の
小

原
利
康
氏
よ
り
寄
託
さ
れ
た
の

を
受
け
実
現
し
た
も
の
だ
。

　

メ
ン
バ
ー
で
神
道
学
科
四
年

の
岡
田
美
佐
子
さ
ん
は
「
馴
染

み
の
薄
い
テ
ー
マ
だ
け
に
専
門

用
語
や
難
し
い
言
葉
を
で
き
る

だ
け
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る

こ
と
に
苦
心
し
た
」
と
語
り
、

「
紙
の
資
料
が
多
か
っ
た
の
で

写
真
を
添
え
た
り
大
礼
服
を
飾

る
な
ど
視
覚
で
見
せ
る
こ
と
を

心
が
け
た
」
と
工
夫
し
た
点
を

生
が
実
習
の
成
果
を
発
表
す
る

貴
重
な
場
だ
。

多
く
の
市
民
が
来
館

　

今
年
の
卒
業
展
示
は
十
一
月

一
日
か
ら
二
十
九
日
に
か
け
て

開
催
さ
れ
、
三
つ
の
班
が
そ
れ

ぞ
れ
「
生
姜
糖
～
お
伊
勢
さ
ん

の
お
土
産　

今
・
昔
～
」「
伊
勢

和
紙
～
神
の
紙
～
」「
御
大
礼
～

大
正
か
ら
昭
和
へ
～
」
を
テ
ー

マ
に
展
示
し
た
。

　

十
一
月
一
日
か
ら
三
日
は
倉

陵
祭
が
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
大
勢
の
市
民
が
来
館
。

市
内
か
ら
来
た
と
い
う
主
婦
は

生
姜
糖
や
伊
勢
和
紙
の
歴
史
に

触
れ
、「
伊
勢
に
長
く
住
ん
で
い

て
も
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

今
回
の
展
示
で
神
宮
あ
っ
て
の

伊
勢
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
再

発
見
し
た
」
と
話
し
た
。

限
ら
れ
た
予
算
の
中 

工
夫
が
随
所
に

　

三
班
は
神
道
博
物
館
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
展
示
が

　博物館学芸員課程　卒業展示　◆ 神道博物館

卒展　今年も盛況

「御大礼記念京都大博覧会ポスター」の前
にて。 河村早織さん（左）と岡田美佐子さん。

●
社
会
福
祉
学
部
な
ら
で
は
の
企
画

●
地
域
と
大
学
と
の
交
流
の
場
に

　

市
民
や
卒
業
生
が
大
勢
訪

れ
る
の
も
皇
名
祭
の
大
き
な

特
徴
の
一
つ
。
地
域
福
祉
文

化
研
究
所
が
主
催
す
る
「
週

末
あ
そ
び
塾
」
で
は
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
が
学
生
と
一

緒
に
竹
の
箸
や
バ
ン
ダ
ナ
作

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。「
毎
年
楽

し
み
に
し
て
来
て
い
る
」
と

い
う
名
張
市
内
か
ら
の
女
性

も
お
り
、
大
学
祭
が
地
域
の

人
々
と
大
学
の
交
流
の
場
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
た
。

と
企
画
し
ま
し
た
」
と
三
年

生
の
氏
原
優
さ
ん
。
名
張
市

か
ら
参
加
し
た
小
学
生
の
少

年
は
「
段
の
と
こ
ろ
が
こ
わ

か
っ
た
。
車
椅
子
の
操
作
が

思
っ
た
以
上
に
難
し
か
っ

た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

「
車
い
す
体
験
＆
フ
ォ
ト
ラ
リ
ー
」で
は
、一
般
市
民
が
車
椅
子
体
験
に
挑

戦
。
模
擬
店
を
は
じ
め
、大
学
祭
の
あ
ち
こ
ち
に
近
郊
か
ら
の
参
加
者
の

姿
が
見
ら
れ
た
。


